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用
語

解
説

＊
ゾ
ー
ン
30
…�

区
域
（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
て
時
速
30
㎞
の
速
度
規
制
と
他
の
安
全

対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対
策
。

だ
れ
も
が
将
来
に
夢
を
持
て
る

教
育
支
援
と
環
境
づ
く
り
を
！

　
　

公　

明　

党　
　

た
き
が
み　
　

明　

議
員

安
心
・
安
全
で
高
齢
者
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

　
　

公　

明　

党　
　

岡　

安　

た
か
し　

議
員

か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
で
基
礎

学
習
教
室
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
の
拡
大
を
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
会
長
意

見
交
換
会
等
を
通
じ
働
き
か
け
る
。

　

な
お
、「
無
料
塾
」
や
「（
仮
称
）

放
課
後
補
習
塾
」
は
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

【
福
祉
】
②
専
門
的
支
援
を
必
要
と

し
、
他
の
相
談
窓
口
を
案
内
す
る
場

合
は
状
況
に
応
じ
同
行
し
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

就
学
前
か
ら
本
に
親
し
も
う

【
問
】
区
立
保
育
園
で
基
金
を
活
用

し
て
絵
本
を
整
備
し
、
読
み
聞
か
せ

や
貸
し
出
し
等
を
し
て
き
た
取
り
組

み
を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

ま
た
、
親
子
で
集
う
所
に
さ
ら
に

絵
本
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
読
み

聞
か
せ
と
い
え
ば
「
足
立
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
運
動
を
全
区
的
に
展
開

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
今
後
も
、
読
書
活
動
を

拡
充
さ
せ
、
家
庭
も
巻
き
込
み
な
が

ら
、
絵
本
を
通
し
た
学
び
の
芽
を
育

ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
児
童
館

で
は
親
子
向
け
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
等
、
日
々
の
活
動
の

中
で
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

五
反
野
駅
前
交
通
広
場
計
画
を
問
う

【
問
】
交
通
広
場
の
計
画
面
積
の
土

地
買
収
は
完
了
し
て
い
る
か
。
現
在

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

子
ど
も
の
貧
困
に
教
育
支
援
を

【
問
】
①
塾
に
行
け
な
い
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
モ
デ
ル
校
を
決
め
て

「
（
仮
称
）
放
課
後
補
習
塾
」
の
開

講
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
こ
の
対
策
に
は
教
育
や
福
祉
等
、

多
く
の
所
管
が
関
わ
る
た
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
、
専
任
担

当
者
を
配
置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
学
校
教
育
】
①
現
在
、
複
数
の
開

　

ま
た
、
駅
前
交
番
や
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
要
望
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

【
市
街
地
】
広
場
の
計
画
面
積
約
２ 

千
500
㎡
の
９
割
以
上
は
取
得
済
み
で

あ
る
。
引
き
続
き
用
地
取
得
に
努
め
、

道
路
の
安
全
を
確
保
せ
よ

【
問
】
区
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
道

路
下
の
空
洞
調
査
を
終
了
す
る
予
定

だ
が
、
第
二
次
避
難
所
や
医
療
施
設

等
、
災
害
時
に
重
要
拠
点
と
な
る
施

設
へ
の
接
続
道
路
も
、
緊
急
輸
送
道

路
と
同
様
に
優
先
的
に
調
査
す
べ
き

で
あ
る
。
平
成
28
年
度
以
降
も
計
画

的
に
調
査
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
道
路
整
備
】
都
市
計
画
道
路
や
緊

急
輸
送
道
路
、
駅
前
バ
ス
路
線
等
、

主
要
路
線
110
㎞
を
平
成
27
年
度
ま
で

に
調
査
し
、
補
修
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
拠
点
施
設
へ
の
接
続

道
路
や
地
下
埋
設
物
が
老
朽
化
し
た

道
路
等
も
、
平
成
28
年
度
以
降
実
施

の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

ま
ち
の
交
通
安
全
向
上
の
た
め
に

【
問
】
ゾ
ー
ン
30
は
、
自
動
車
対
歩

行
者
の
事
故
削
減
効
果
が
非
常
に
大

き
く
、
重
大
な
傷
害
を
防
ぐ
有
効
手

段
で
あ
る
。
区
は
設
定
を
積
極
的
に

警
察
に
働
き
か
け
、
交
通
安
全
対
策

を
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
都
市
建
設
】
区
内
で
は
、
谷
中
三

丁
目
地
区
、
加
平
一
・
綾
瀬
六
・
七

丁
目
地
区
、
青
井
一
・
五
・
六
丁
目

地
区
の
３
地
区
が
既
に
設
定
さ
れ
、

警
視
庁
か
ら
は
今
年
度
中
に
、
千
住

緑
町
二
・
三
丁
目
地
区
及
び
東
和
一 

・
二
丁
目
の
一
部
の
地
区
、
東
和
三

丁
目
地
区
が
設
定
予
定
と
聞
く
。

　

今
後
と
も
生
活
道
路
の
交
通
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
所
轄
警
察
署
に

導
入
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
住
宅
を

【
問
】
198
戸
あ
る
区
営
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
は
、
高
齢
者
が
単
身
、
低
額
で
入

居
で
き
る
安
心
な
住
ま
い
と
し
て
人

気
が
あ
り
、
そ
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
区
負
担
は
大
き
く
、

増
や
す
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

近
藤
区
長
の
２
期
８
年
を
問
う

区
民
に
心
寄
せ
る
区
政
へ

日
本
共
産
党　
　

さ
と
う　

純　

子　

議
員

　

将
来
的
に
、
区
営
住
宅
の
一
部
転

換
や
民
間
物
件
の
区
分
所
有
等
で
、

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
を
整
備
拡
充
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
区
営
住
宅
の
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
へ
の
転
換
は
、
既
存
の
住
戸

す
べ
て
が
世
帯
向
け
で
あ
る
こ
と
か

ら
難
し
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
は
将
来
、

建
物
所
有
者
へ
返
還
す
る
時
期
が
来

る
。
そ
の
た
め
、
「
区
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
」
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

区
営
住
宅
の
計
画
的
な
集
約
建
替
え

と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
あ
り

方
も
検
討
し
て
い
く
。

な
お
再
増
税
は
必
要
と
言
え
る
の
か

【
問
】
働
く
人
の
所
得
が
減
り
続
け

る
経
済
情
勢
で
増
税
を
強
行
す
れ
ば
、

経
済
危
機
の
悪
循
環
の
引
き
金
に
な

る
と
指
摘
し
続
け
た
と
お
り
の
事
態

と
な
り
、
消
費
税
大
増
税
路
線
は
、

い
ま
や
大
破
綻
に
陥
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
区
長
は
今
で
も

再
増
税
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
自
治
体
の
長
と
い
う
責
任

あ
る
立
場
と
し
て
、
急
激
に
進
行
す

る
高
齢
社
会
へ
の
対
応
等
の
財
源
に
、

増
税
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

区
民
に
心
寄
せ
る
区
政
で
あ
っ
た
か

【
問
】
区
長
の
２
期
８
年
は
、
区
民

生
活
に
心
を
寄
せ
、
支
え
る
と
い
う

姿
勢
は
な
く
、
区
財
政
の
み
を
優
先

し
、
消
費
税
増
税
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
負
担
増
を
毎
年
の
よ
う
に
実
施

し
て
き
た
。
小
・
中
学
校
給
食
費
へ

の
消
費
税
分
上
乗
せ
、
地
域
体
育
館

等
の
団
体
利
用
料
の
一
律
値
上
げ
、

駐
車
場
の
全
面
有
料
化
等
、
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
区
民
の
暮
ら
し
と

福
祉
の
た
め
の
自
治
体
本
来
の
仕
事

を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
応
援
ど
こ
ろ

か
削
っ
て
き
た
と
言
え
る
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
コ
ス
ト
の
一
部
を
利
用
者
に
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
は
、
負
担
の
公
平

性
を
図
る
点
で
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
自
治
体
本
来
の
仕
事
と
は
、
現

在
ば
か
り
で
な
く
将
来
に
わ
た
っ
て

継
続
的
、
安
定
的
に
真
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
計
画
的
な
財
政
運

営
を
図
る
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
あ

る
。
事
業
を
見
直
す
に
あ
た
り
、
今

後
も
そ
の
目
的
を
広
く
お
伝
え
し
、

区
の
姿
勢
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

外
部
委
託
の
撤
退
・
見
直
し
を
！

【
問
】
戸
籍
事
務
の
外
部
委
託
契
約

は
２
０
１
５
年
９
月
末
ま
で
で
あ
る
。

区
民
か
ら
前
代
未
聞
の
１
千
名
を
超

え
る
住
民
監
査
請
求
が
出
さ
れ
た
中
、

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
撤
退
を
決
断

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
業
務
の
９

割
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
は
、
た
だ

ち
に
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
区
民
】
特
定
委
託
業
務
調
査
委
員

会
等
、
第
三
者
機
関
の
調
査
結
果
や

実
情
を
十
分
に
精
査
し
、
コ
ス
ト
削

減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
、
一
層
の
効

果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
適
切
な
外

部
委
託
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

国
保
業
務
の
委
託
は
、
９
割
と
い

う
範
囲
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
戸

＊

り
つ
け
医
等
を
照
会
で
き
る
仕
組
み

で
あ
る
。
当
区
も
、
高
齢
者
等
に
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
】
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
活
用
し

て
い
る
自
治
体
で
は
登
録
者
が
年
々

増
加
し
て
い
る
と
聞
く
。
当
区
で
も
、

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
対
策
は
重

要
と
考
え
て
お
り
、
早
期
導
入
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
は
質
を
確
保
せ
よ

【
問
】
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
は
、
直
接
実
施
や
委
託
の
ほ
か

指
定
事
業
者
に
よ
る
実
施
も
可
能
で

あ
る
。
質
の
確
保
の
た
め
に
も
、
こ

れ
ま
で
顔
の
見
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
き
た
既
存
事
業
者
中
心
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
基
準
単
価
は
現
状
維
持
で

設
定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
開
始
時
期
は
い
つ
か
。

【
福
祉
】
既
存
の
介
護
事
業
所
を
中

心
に
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
そ

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
基
準
単
価
等
の
制
度
設
計

を
図
っ
て
い
く
が
、
そ
の
際
は
、
既

存
事
業
所
に
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

　

サ
ー
ビ
ス
単
価
の
あ
り
方
等
、
不

透
明
な
事
項
も
多
く
早
期
の
移
行
は

困
難
と
考
え
る
。
平
成
28
年
４
月
以

降
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

都
営
住
宅
梅
田
ア
パ
ー
ト
建
て
替
え

で
生
じ
る
余
剰
地
の
利
活
用
を
問
う

【
問
】
建
て
替
え
は
間
も
な
く
終
了

し
、
５
千
㎡
の
余
剰
地
が
生
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
要
請
に
よ
り
、

高
齢
者
の
介
護
施
設
を
要
望
し
て
き

た
が
動
向
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

あ
わ
せ
て
伺
う
。

【
福
祉
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
は
、
後

期
高
齢
者
人
口
の
伸
び
率
や
、
制
度

改
正
の
影
響
、
ま
た
各
施
設
の
需
要

を
勘
案
し
て
推
進
す
る
。
そ
の
際
、

都
営
住
宅
梅
田
ア
パ
ー
ト
建
て
替
え

余
剰
地
に
つ
い
て
も
勘
案
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
移
行

時
は
手
厚
く
丁
寧
な
対
応
を

【
問
】
新
制
度
で
は
保
育
料
算
出
基

準
が
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
の
基
準

に
変
わ
り
、
保
育
料
が
変
わ
る
世
帯

が
出
る
。
保
育
料
の
大
幅
負
担
増
と

な
る
世
帯
に
は
、
激
変
緩
和
措
置
を

講
ず
る
等
、
き
め
の
細
か
い
対
応
が

必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
新
制
度
の
対
象
と
な
る

施
設
の
保
育
料
は
、
区
民
税
額
に
応

じ
た
応
能
負
担
と
な
る
た
め
、
税
額

に
よ
っ
て
は
上
が
る
場
合
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
継
続
し
て
施
設
を
利

用
す
る
在
園
児
の
保
育
料
が
、
新
制

度
へ
の
移
行
に
よ
り
増
額
と
な
る
場

合
は
、
一
定
期
間
、
激
変
緩
和
措
置

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

取
得
後
は
速
や
か
に
実
施
設
計
及
び

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
番
及
び
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
に
は
様
々
な
ご
意
見
も
あ
る
。

今
後
、
地
元
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
設
置
の
可
否
を
判
断
し
て
い
く
。


